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静岡県清水港湾交流センター等指定管理者選定審査会議事録

１ 日 時 令和７年 11 月４日(火) 14：00～16：00

２ 場 所 清水マリンビル５階会議室

３ 出席者

(1) 選定審査会委員（７名）

和泉 清明 （いずみ公認会計士事務所）

内田 久美子（静岡商工会議所直前会長）

杉本 文和 （静岡県交通基盤部清水港管理局長）

関 いずみ （東海大学人文学部教授）

瀧 康俊 （静岡市経済局海洋政策部ＢＸ推進課参与兼課長）

戸谷 洋子 （静岡県交通基盤部港湾局長）

中野 民雄 （静岡文化芸術大学デザイン学部教授）

(2) 事務局（県港湾企画課４名、清水港管理局１名）

港湾企画課：中野課長、吉澤課長代理、増田班長、加藤主任

清水港管理局管理課：服部課長

(3) 申請者（６名）

① 説明者等

清水港振興(株) 常務取締役 山田 明彦氏

日の出ドリームパーク 館長 青木 陽一郎氏

課長 原木 義和氏

② 傍聴者

(株)ドリームプラザ 取締役 村上 直矢氏

清水港振興(株) 総務部長 平野 義徳氏

富士山清水港クルーズ(株) 田島 昇氏

４ 議 事

区 分 内 容

開会 港湾企画課長挨拶

審査会成立報告 過半数の出席（７／７名）により成立

会長選任
委員互選の結果、関いずみ委員を会長、中野民雄委員を

副会長として選任

１次審査

(資格要件等)

事務局説明
資料にそって、募集概要・申請状況・選定基準等について

説明を行った。

結果

会長：事務局からの報告により資格要件等を満たしてい

ることが確認できたので、２次審査として申請者

からのプレゼンテーションに移る。
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区 分 内 容

２次審査

(事業計画等)

申請者

説明
申請書類（事業計画書等）について説明を行った。

質疑

応答

＜委員＞

・事業計画書 14 ページ「利用者主

催ニーズの把握とフィードバッ

ク」についてアンケート等を実施

すると記載されているが、これま

での事業（20 年間の実績）の中で

具体的にどのようなことを実施し

てきたのか、また、今後どのよう

なことを実施していくのか。

18 ページの維持管理について、早

期の修繕は大規模修繕のコスト低

減にも繋がる」と記載されている

が、どういった考え方で維持修繕

を行っているか。

直近３年間の修繕実績を踏まえ、

今後３年間の修繕はどの程度を見

込んでいるのか（40 ページの管理

運営業務の「その他諸経費」が維

持管理費に該当するのか）。

13,172 千円は維持管理（修繕）経

費という認識で合っているか。

直近５年間はコロナ禍を踏まえた

収支計画だったが、次期は当時と

状況が変わり、指定管理範囲も増

え収支計画が大きく変わったと思

＜申請者＞

・昨年、今年と多目的ホールで

清水エスパルスのアウェイゲ

ームのパブリックビューイン

グを開催した。開催後、アンケ

ートを実施し改善点、課題を認

識し、受入れ方法等を見直し、

サービスの向上を心がけた。

具体的には、ボランティアを配

置し、開催会場の案内をしたこ

と、足元が悪い方へ必要に応じ

ＥＶへの誘導案内を行った。

建設物価本の長期修繕計画と

従業員の経験（前職）をもとに

清水港管理局と打ち合わせを

行いながら実施している。

維持管理費については管理運

営業務の「その他諸経費」に含

んでいる。

ターミナルが建設から 25 年経

過しており、維持管理費の増加

が想定されるものの、小規模修

繕を定期的に行うことで全体

的なコストを下げていく方向

で考えている。

13,172 千円は維持管理（修繕）

経費として算定している。

新しく範囲として追加される

日の出埠頭緑地や整備された

日の出緑地でのイベント開

催、定期的な事業を計画し収
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う。さらに県への納付金が大幅に

増えたことでこの金額を確保でき

るかが課題だが、これまでとの違

いについて教えてほしい。

114％増と記載されているが、これ

は 11.4 倍の増加という認識であ

っているか。

収支計画を立てる際、通常のケー

スだと、固定費の部分を段階的に

大きく計上していくが、今回の収

支計画では固定費が５年間変わっ

ていない。固定費を５年間据え置

くための工夫について教えてほし

い。

時代の流れが非常に早く、今後の

事業を進める中で他港の事例を参

考にしたものがあれば教えてほし

い。

今後、清水港の弱点を改善をして

いくことが大切になると思う。事

業計画書から清水港の強みを活か

した提案は読み取れるが、例えば

今課題となっている部分につい

て、今後５年間で改善を計画され

ている具体的な案があれば教えて

ほしい。

入を得ることを考えている。

114％増というのは、14％増加

するという意味で記載をして

いる。

固定費を増加させないために

今まで１社に依頼していたも

のを相見積もりをとって経費

を削減するといった取組みを

各従業員に指示している。

他港について特に参考にはし

ていない。

清水港に多くのクルーズ船が

寄港することになり、クルーズ

ターミナルから周辺施設への

移動手段としてゴルフカート

の購入を考えている。来年度の

早い時期で自主運行（無料）を

行う計画をしている。足の不自

由な方などの移動を楽にする

ことを目的としている。第１ス

テップとしてはエスパルスド

リームプラザまで、その後は清

水駅商店街や清水駅東口、河岸

の市までを運行範囲として考

えている。

また、マリンターミナルでイベ

ントを開催しても、間違えてマ

リンビルに行ってしまう方が
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イベント時の日の出駐車場利用に

あたり、周辺道路が渋滞している

現状がある。具体的な対策として

考えていることがあれば教えてほ

しい。

日の出埠頭緑地で具体的に検討

しているイベントがあれば教えて

ほしい。

雑草等の草刈りについてどのく

らいの頻度で行っていくか計画な

どを教えてほしい。

日の出駐車場が混雑して空きがな

い場合、その待機列で渋滞が発生

するが、他の周辺駐車場への案内

多いことから、マリンターミナ

ルを多くの方に認識してもあ

らうことが課題と感じている。

警備員を配置して臨港道路に

渋滞を延ばさないことが重要

と考えている。

そのため、日の出１号道路等を

利用して渋滞列を延ばすこと

を実際行っている。

今後、海洋文化ミュージアムや

ZooZooSeaの完成を見越してク

リアしていかなければならな

いこと、また、物流倉庫へ渋滞

列を延ばさないことも重要で

あることは認識している。

以前、緑地で盆踊りのイベント

開催した時、クルーズ客も参加

して非常に盛り上がった。

同じような催しを行うことや

タミヤが緑地を使ってラジコ

ンの PR をしたいという声も聞

いているため、色々と提案をし

ていきたいと考えている。

絶えず巡回を行っていき、草木

が伸びる前に定期的に草刈り

は実施していく。次期指定管理

は緑地の面積が３割程度増加

したため、１区画ずつ草刈りを

行うのではなく、いくつかの業

者に依頼して、緑地全体をまと

めて草刈りできるようにして

いきたい。

周辺駐車場の空き状況が分か

らず、安易に案内するとかえっ

てトラブルに発展する可能性
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はしていないのか。

ゴルフカートの購入について話が

出たが例えばクルーズ船が寄港し

た際、何台購入し、どのくらいの

人数を消化することを考えている

か。

提案書５「人材の適正配置、育成

計画」に記載されている人員配置

は現在の状況を指しているのか。

次期も引き続き同じメンバーとい

うことであれば、今後、状況も変

わる中で、人材育成の面からも組

織で人材の入れ替わり（新陳代

謝）も必要と思うがどう考えてい

るのか。

先日のカムチャツカ地震により津

波警報が発令された事案につい

て、指定管理者として具体的に行

った対応を教えてほしい。

多目的ホールの利用見込みについ

て、実績では年間 14、15 件であ

るが、令和８年度以降の利用見込

みは 17 件となっている。この考

があることから案内はしてい

ない。

当初の目標は３台、乗車定員が

７名のもので考えていた。ドラ

イバー１名とガイド１名を乗

せるとして、１台あたり５名程

度を想定している。

ただ、現状として確保している

のは１台である。今後、海洋文

化ミュージアム等の完成に向

けた実績作りとして考えてい

る。なお、ドライバーは指定管

理者ではなく清水港振興(株)

の事業として計画しているた

め、今回の事業計画書にはドラ

イバーの人件費は含んでいな

い。

提案書５に記載している人員

配置は現状を指しており、次期

も引き続き同じメンバーと考

えている。

２階に避難するよう館内放送

を行った。日の出駐車場につい

ても平面に駐車している車両

を２階以上に移動するよう周

知を行った。

多目的ホールの利用について

は、今年度新たに利用した団体

もあるので引き続き周知を図

っていくこと、認知度を広げて
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＜委員主な意見＞

・19 年の実績を踏まえた計画作りをしていると思うが、これからの展開を見込めるような

新しい取り組みなど、より積極的な事業運営を期待したい。

・今後、新たな対象となるエリアのより具体的な計画作りが必要になると思う。

・新しい人員を配置する等人材の育成にも注力していただきたい。

・ベテランの担当者を配置していることは安定性のメリットがある一方で、柔軟性や革新

性に欠けるデメリットがあることから、将来に向け人材育成を行う計画プログラムをも

っと積極的に行っていただきたい。

・アンケート等で利用者の声を集め、フィードバックする等サービス向上に取り組む姿勢

は評価できる。

・ターミナルの活用増大を含めた対応が不十分である。クルーズ客以外にも利用促進して

いく工夫を示してほしい。

・収支計画について現状との比較がないため、注力している部分が分かりづらい。

・将来の外注費等の上昇に備え、発注の方法をより一層工夫する必要がある。また、令和

８年１月からの改正下請法への対応も必要となる。

・本指定管理業務の実施にあたり経験値は問題ないが、発展性が若干不足している。

・本業務のサービス提供、効率的な維持管理等の達成に向けて、社外有識者等外部からの

意見を取り入れていく必要があると考える。

え方を教えてほしい。

緑地の利用見込みについても今後

どのように伸ばしていくのか。

利用料金収入の７割が駐車場利用

分と認識しているが、変動収入の

一般利用と固定収入の月極利用ん

ついての考え方を教えてほしい。

いく取組みを行うことで若干

増としている。

緑地については平均した数値

で平年並みとしている。

月極は平日、全日、業務室の区

分で設定している。月極利用の

台数に制限は設けていない。

結果

会 長：委員の皆様の点数の平均は1,000点満点中758.7点である。

各委員から、特段反対意見がないことから、申請者を優

先交渉権者として決定してよろしいか。

＜各委員承認＞

事務局：それでは、日の出ドリームパークを優先交渉権者として選

定いただいたので、今後同グループと交渉を行い、２月県

議会の議決を経た上で、指定の手続きを進めていく。


